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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接合しようとする木質部材（１１・１１）のそれぞれの接合部（１０）に、挿通部材（
１４）を挿通させるための穴からなる、単数又は複数の挿通部（１１ｂ）を形成するとと
もに、該挿通部（１１ｂ）に接着剤（１５）を装填し、接合しようとする木質部材（１１
・１１）間に、前記挿通部材（１４）を挿通させるための孔からなる単数又は複数の挿通
部を形成した板状部材（１３）を介装し、該板状部材（１３）は、木質部材（１１・１１
）の接合面（１１ａ・１１ａ）の面積よりも一回り小さい形状とし、該木質部材（１１・
１１）の接合面（１１ａ・１１ａ）に、該板状部材（１３）の嵌設する板嵌合部（１１ｃ
・１１ｃ）を形成し、前記接合しようとする一方の木質部材（１１）と、板状部材（１３
）と、接合しようとする他方の木質部材（１１）との、それぞれにおいて形成された挿通
部（１１ｂ）に連続する挿通部材（１４）を挿通し、該挿通部材（１４）の外周と、木質
部材（１１）の挿通部（１１ｂ）の内周とを、接着固定し、前記板状部材（１３）の挿通
部（１３ｂ）の外周に突縁部（１３ａ）を形成し、前記挿通部材（１４）として、異形鉄
筋（１４Ａ）と共に、鋼管（１４Ｃ）を挿通し、一つの接合部（１０）において、異形鉄
筋（１４Ａ）と鋼管（１４Ｃ）とを挿通部材（１４）として併用する接合構造とし、該異
形鉄筋（１４Ａ）が曲げ荷重に対して作用し、該鋼管（１４Ｃ）が剪断力に対して作用す
べく構成したことを特徴とする木質部材の接合構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、木造建築等の木構造における木質部材の接合構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅等の木造建築では軸組構法が採用され、梁や柱等の木質部材同士の仕口にお
いて、ほぞやほぞ穴を形成するほぞ差しや、アングル等の接合金具を利用した木組みによ
る接合が行われている。しかし、法に則り自由な木造建築を実現するためには、木造建築
においても、構造計算が可能であり、耐震性能を明確に評価することができる構造が必要
である。従って、自由な木造建築を実現するための手段の一つとして、多様な用途に対応
することができ、且つ、構造計算にて構造的な安全性を確認することが可能なラーメン構
造を実現することが挙げられる。躯体を柱と梁の接合性の抵抗力だけで持ちこたえるラー
メン構造では、剛性の高い接合部の接合構造が必要であり、従って、木造ラーメン構造で
は、継手・仕口など接合部の設計の良否が架構の安全性・経済性・構造デザインを決定す
る要因となる。
【０００３】
　木造ラーメン構造を実現するための木質部材の接合構造として、柱・梁の接合部に孔を
穿設して異形鉄筋を挿入し、接着剤の充填・硬化によって木質部材同士を剛接合するとい
う特徴を有する構造が提案されている。例えば、特許文献１又は特許文献２に記載の技術
である。
【０００４】
　特許文献１では、接合しようとする木質部材における一方又は双方の部材に穿設した鉄
筋挿入穴（又は貫通している挿入孔）に予め接着剤を装填しておき、前記木質部材の組み
立て時に接合用鉄筋を鉄筋挿入孔に嵌入して穴内の接着剤を鉄筋外周と穴内周との間の空
隙部に充填し、硬化させる木質部材の接合構造が公開されている。
【０００５】
　また、特許文献２では、接合すべき木質部材のうち、一方の部材には材軸方向に延び、
端部が同一の部材の接合端に開放するボルト埋め込み穴を設け、他方の部材には前記一方
の部材の材軸の延長方向に延びるボルト貫通孔を設け、該ボルト貫通孔及び前記ボルト埋
め込み穴にわたってボルトを挿入するとともに、前記ボルトと穴（孔）の内周面との間隙
に接着剤を装填、硬化させる木質部材の接合構造が公開されている。
【０００６】
　上記従来技術では、従来の軸組構法と比較して、接着剤で強固に部材間を固定するため
、高耐力が得られ、耐力壁や筋交いを必要としない木質ラーメン構造が可能とされている
。また、従来の接合金具を用いた構法のように仕口部や継手部に接合金具が露出せず、さ
らに、柱・梁の継手・仕口部であれば接合位置に制約がないため、デザイン性に優れ、火
災時の構造耐力低下を防止ししている。
【０００７】
【特許文献１】特開平８－２６０５７０号公報
【特許文献２】実開平１－１３８００１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上記従来技術において、接合しようとする木質部材同士に鉄筋等の連続する挿
通部材を挿通させるわけであるが、挿通部材の挿通されている部分において局部的にいず
れか片方の木質部材が他方の木質部材に局部的にめり込むことがあり、この場合、接合部
にずれやゆるみが生じて、接合の強度や精度の低下を招く恐れがあるという不具合がある
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
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段を説明する。
【００１０】
　接合しようとする木質部材（１１・１１）のそれぞれの接合部（１０）に、挿通部材（
１４）を挿通させるための穴からなる、単数又は複数の挿通部（１１ｂ）を形成するとと
もに、該挿通部（１１ｂ）に接着剤（１５）を装填し、接合しようとする木質部材（１１
・１１）間に、前記挿通部材（１４）を挿通させるための孔からなる単数又は複数の挿通
部を形成した板状部材（１３）を介装し、該板状部材（１３）は、木質部材（１１・１１
）の接合面（１１ａ・１１ａ）の面積よりも一回り小さい形状とし、該木質部材（１１・
１１）の接合面（１１ａ・１１ａ）に、該板状部材（１３）の嵌設する板嵌合部（１１ｃ
・１１ｃ）を形成し、前記接合しようとする一方の木質部材（１１）と、板状部材（１３
）と、接合しようとする他方の木質部材（１１）との、それぞれにおいて形成された挿通
部（１１ｂ）に連続する挿通部材（１４）を挿通し、該挿通部材（１４）の外周と、木質
部材（１１）の挿通部（１１ｂ）の内周とを、接着固定し、前記板状部材（１３）の挿通
部（１３ｂ）の外周に突縁部（１３ａ）を形成し、前記挿通部材（１４）として、異形鉄
筋（１４Ａ）と共に、鋼管（１４Ｃ）を挿通し、一つの接合部（１０）において、異形鉄
筋（１４Ａ）と鋼管（１４Ｃ）とを挿通部材（１４）として併用する接合構造とし、該異
形鉄筋（１４Ａ）が曲げ荷重に対して作用し、該鋼管（１４Ｃ）が剪断力に対して作用す
べく構成したものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
【００１２】
　接合しようとする木質部材（１１・１１）のそれぞれの接合部（１０）に、挿通部材（
１４）を挿通させるための穴からなる、単数又は複数の挿通部（１１ｂ）を形成するとと
もに、該挿通部（１１ｂ）に接着剤（１５）を装填し、接合しようとする木質部材（１１
・１１）間に、前記挿通部材（１４）を挿通させるための孔からなる単数又は複数の挿通
部を形成した板状部材（１３）を介装し、該板状部材（１３）は、木質部材（１１・１１
）の接合面（１１ａ・１１ａ）の面積よりも一回り小さい形状とし、該木質部材（１１・
１１）の接合面（１１ａ・１１ａ）に、該板状部材（１３）の嵌設する板嵌合部（１１ｃ
・１１ｃ）を形成し、前記接合しようとする一方の木質部材（１１）と、板状部材（１３
）と、接合しようとする他方の木質部材（１１）との、それぞれにおいて形成された挿通
部（１１ｂ）に連続する挿通部材（１４）を挿通し、該挿通部材（１４）の外周と、木質
部材（１１）の挿通部（１１ｂ）の内周とを、接着固定し、前記板状部材（１３）の挿通
部（１３ｂ）の外周に突縁部（１３ａ）を形成し、前記挿通部材（１４）として、異形鉄
筋（１４Ａ）と共に、鋼管（１４Ｃ）を挿通し、一つの接合部（１０）において、異形鉄
筋（１４Ａ）と鋼管（１４Ｃ）とを挿通部材（１４）として併用する接合構造とし、該異
形鉄筋（１４Ａ）が曲げ荷重に対して作用し、該鋼管（１４Ｃ）が剪断力に対して作用す
べく構成したので、簡易な接合構造及び接合作業にて、木質部材同士を剛接合することが
できる。さらに、接合部において一方の木質部材が他方の木質部材にめり込むことを防止
することができ、接合部のずれやゆるみの発生を抑止することができる。
【００１３】
　また、挿通部材に発生する応力の集中を抑止することができ、挿通部材の破損を防止す
ることができる。
【００１４】
　また、曲げと剪断に対してより有効な接合部とすることができる。また、挿通部材とし
て鉄筋のみを採用するときと比較して接合構造をコンパクトにすることができ、接合部の
設計を容易化させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、発明の実施の形態を説明する。
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【００１６】
　図１は本発明の実施例に係る木質部材の接合構造を示す断面図、図２は接合構造を示す
斜視図、図３は木質部材の接合面に形成した板嵌合部及び挿通部を示す断面図である。図
４は板状部材を示す斜視図、図５は別形態の板状部材を採用した木質部材の接合構造を示
す断面図、図６は別形態の板状部材を示す側面図である。
【００１７】
　図７は別形態の挿通部材を採用した木質部材の接合構造を示す斜視図、図８は挿通部材
として鋼管と鉄筋とを設けた木質部材の接合構造を示す斜視図、図９は柱－柱接合部及び
梁－柱－梁接合部における接合構造を示す斜視図である。
【００１８】
　図１及び図２において、Ａは木質部材１１としての梁であり、Ｂは木質部材１１として
の柱である。同図において、柱Ｂと梁Ａとの接合部１０を用いて本発明に係る木質部材１
１・１１の接合構造を説明する。但し、本発明に係る木質部材の接合構造の適応される接
合部１０は、梁Ａと柱Ｂとの接合部１０に限定されるものではなく、柱同士、又は、梁同
士とすることもできる。
【００１９】
　接合する木質部材１１・１１の接合部分にはそれぞれにおいて挿通部１１ｂ・１１ｂと
板嵌合部１１ｃ・１１ｃとが形成されている。挿通部１１ｂは、木質部材１１・１１同士
を接合するための挿通部材１４を挿入するための穴（若しくは孔）であって、接合面１１
ａに向けて開口している。従って、挿通部１１ｂの深さや断面形状や断面積は、挿通部材
１４の長さや断面形状や断面積等に応じて適当なものとすることが好ましい。また、板嵌
合部１１ｃは、図３に示す如く、木質部材１１の接合面１１ａに形成された凹部であり、
板状部材１３が嵌合可能な形状とされている。板嵌合部１１ｃは、接合する木質部材１１
の間に介装される板状部材１３が外部に露出することのないようにするための構造であり
、木質部材１１の接合面１１ａよりも一回り小さな形状でとされている。但し、板嵌合部
１１ｃは接合部１０の形状によっては、接合する木質部材１１・１１のうちいずれか一方
に形成したり、或いは、全く形成しない形態を採ったりすることもできる。
【００２０】
　図４に示す如く、接合する木質部材１１・１１の接合面１１ａ・１１ａに形成された板
嵌合部１１ｃ・１１ｃに嵌設される板状部材１３は、木質部材１１の接合面１１ａの面積
よりも一回り小さい形状であって、挿通部材１４を挿通させるための挿通部１３ｂが形成
されている。挿通部１３ｂは、挿通部材１４が遊挿可能な孔であって、木質部材１１に形
成された挿通部１１ｂ・１１ｂ・・・の位置に合わせて、適宜数設けられている。本実施
例においては、板状部材１３として鋼板を採用している。但し、板状部材１３は鋼板に限
定されるものではなく、樹脂素材等の他の素材を採用することもできる。なお、図５及び
図６に示す如く、板状部材１３に形成される挿通部１３ｂの外周に突縁部１３ａを形成す
ることもできる。この場合、挿通部材１４の、接合する木質部材１１・１１の間に位置す
る部分に発生する応力の集中を回避することができ、挿通部材１４の折れや曲がり等の破
損を防止することができる。
【００２１】
　前記挿通部材１４は、接合する木質部材１１・１１のそれぞれにおいて形成された挿通
部１１ｂ・１１ｂに一直線上に連続して架設されることによって、木質部材１１・１１を
接合するためのものである。本実施例では挿通部材１４として鉄筋が採用されている。な
お、鉄筋は、後述する接着剤の塗布面積が大きくなるように異形鉄筋であることが好まし
いが、丸型鉄筋や角形鉄筋等を採用することもできる。
【００２２】
　そして、木質部材１１・１１を接合する際には、まず、接合する木質部材１１・１１の
それぞれに形成した挿通部１１ｂ・１１ｂの両方に接着剤１５・１５を装填し、続いて、
接合しようとする一方の木質部材１１の接合面１１ａに形成された板嵌合部１１ｃに板状
部材１３を嵌合させる。最後に、接合しようとする一方の木質部材１１の挿通部１１ｂと
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、板状部材１３の挿通部１３ｂと、接合しようとする他方の木質部材１１の挿通部１１ｂ
に、連続する一本の挿通部材１４を挿通させる。このとき、挿通部材１４はその一側端部
より順に、接合しようとする一方の木質部材１１の挿通部１１ｂと、板状部材１３の挿通
部１３ｂと、接合しようとする他方の木質部材１１の挿通部１１ｂとに、挿入されている
こととなる。そして、時間の経過に伴って、挿通部１１ｂの内周と、挿通部材１４の外周
との間隙に存在する接着剤によってこれらが接着固定されて、木質部材１１・１１が接合
される。
【００２３】
　上述の接合工程により接合される木質部材の接合構造では、接合する木質部材１１・１
１の間に板状部材１３が介装され、木質部材１１・１１と板状部材１３とに形成された挿
通部１１ｂ・１１ｂ・１３ｂに、連続する挿通部材１４が挿通され、挿通部材１４と木質
部材１１・１１とが接着剤１５により接着固定されている。なお、挿通部材１４の本数は
、単数本とすることも、複数本とすることもでき、接合する木質部材１１・１１の接合面
１１ａ・１１ａの面積や、木質部材１１・１１の重さや規模等に応じて調整することが好
ましい。
【００２４】
　上述の木質部材の接合構造においては、木質部材１１・１１を接合するために使用され
る板状部材１３や挿通部材１４という接合する木質部材１１・１１以外の部材が外部に露
出することがなく、すなわち、本接合構造により組み立てられた木造建築の躯体において
柱梁の外側に金具といった接合具等が露出しないため、木質感を損なわず、また、接合具
の錆びや結露等の恐れがないため接合部１０に高い耐久性を備えることができる。そして
、根太・梁・柱といった躯体そのものを空間の内装として利用することができ、デザイン
性の高い内装空間を演出することができる。さらに、そのデザイン性と耐久性の優位さか
ら、ゲートなどの外構として、本発明に係る接合構造を採用した木質部材を採用すること
ができる。このように、美観上の木質感を損なわないことから、伝統木造志向の顧客にも
受け入れられることが期待できる。
【００２５】
　また、接合する木質部材１１・１１の外部に露出するものがないため、例えば、木質部
材１１としての梁Ａと、木質部材１１としての柱Ｂとを接合して、木造建築の枠組みを形
成する場合、柱際までサッシが取り付けられる等、開口幅そのままを利用することができ
大開口を実現することができる。さらに、木造建築の躯体を構成する際に、高精度なほぞ
やほぞ穴の加工をする必要がないため、従来の軸組工法と比較して施工の手間が小さく、
釘やピンを打つ騒音も少ない。そして、接着剤を使用することにより、接合金具等の接合
具を用いるときに発生する接合具と木質部材との滑りがなく、木質部材同士の接合部にラ
ーメン構造を採るために十分な高い剛性を得ることができる。
【００２６】
　そして、接合する木質部材１１・１１間に板状部材１３が介装されることによって、一
方の木質部材１１への他方の木質部材１１のめり込みが軽減される。従って、接合部１０
におけるずれやゆるみが抑止され、接合部１０の剛性と耐久性を高めることができる。
【００２７】
　そして、本発明に係る接合構造では、特に本実施例においては、挿通部材１４としての
異形鉄筋と、板状部材１３としての鋼板とで、木質部材１１・１１を接合することができ
、特殊な材料を用いることなく、接合構造を構成している。従って、接合構造に必要とな
る構成部材を容易に調達することができ、また、汎用部材を利用することができるので、
接合構造にかかるコストを抑制することができる。
【００２８】
　なお、図７に示す如く、前記挿通部材１４として鋼板１４Ｂを採用することもできる。
この場合、接合する木質部材１１には鋼板１４Ｂを挿入可能な溝を形成し、同様に、板状
部材１３にも鋼板を挿入可能な溝１３ｄを形成する。このように、挿通部材１４として鋼
板１４Ｂを採用するときは、挿通部材１４と木質部材１１とが接着剤１５にて接合される
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面積が、挿通部材１４として鉄筋１４Ａを採用するときと比較して大きくなるため、強固
に接合されることになる。
【００２９】
　また、躯体において柱勝ちになる接合部等の、他と比較して接合部に発生する剪断力が
大きくなる場所には、鋼管１４Ｃを挿通部材１４として、挿通部材１４としての異形鉄筋
１４Ａと同様に適宜補助用に挿入することができる。図８に示す如く、挿通部材１４とし
て異形鉄筋１４Ａに加え、挿通部材１４として鋼管１４Ｃを採用し、すなわち、一つの接
合部１０において、挿通部材１４として、異形鉄筋１４Ａと鋼管１４Ｃとを併用する接合
構造としている。これにより、曲げ荷重に対して異形鉄筋１４Ａが優位に作用し、剪断力
に対して鋼管１４Ｃが優位に作用するため、挿通部材１４が異形鉄筋１４Ａのみである場
合と比較して大幅に剪断力に対して強い接合部１０とすることができる。そして、挿通部
材１４としての異形鉄筋１４Ａのみで同程度の剛性を得ようとするときと比較して、接合
構造をコンパクトに構成することができ、これにより接合部１０の設計が容易となる。
【００３０】
　さらに、図９に示す、梁Ａ－柱Ｂ－梁Ａの接合部１０、柱Ｂ－柱Ｂの接合部１０のよう
に、木造建築の躯体を構成する木質部材１１の接合部１０の全てにおいて、本発明に係る
接合構造を適応させることができる。これにより、木造建築におい二次元ラーメン構造を
採用することができ、架構された躯体は水平力を負担できるため、面材や筋交いによる耐
力壁が不要となる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施例に係る木質部材の接合構造を示す断面図。
【図２】接合構造を示す斜視図。
【図３】木質部材の接合面に形成した板嵌合部及び挿通部を示す断面図。
【図４】板状部材を示す斜視図。
【図５】別形態の板状部材を採用した木質部材の接合構造を示す断面図。
【図６】別形態の板状部材を示す側面図。
【図７】別形態の挿通部材を採用した木質部材の接合構造を示す斜視図。
【図８】挿通部材として鋼管と鉄筋とを設けた木質部材の接合構造を示す斜視図。
【図９】柱－柱接合部及び梁－柱－梁接合部における接合構造を示す斜視図。
【符号の説明】
【００３２】
　１０　接合部
　１１　木質部材
　１３　板状部材
　１４　挿通部材
　１４Ａ　鉄筋
　１４Ｂ　鋼板
　１４Ｃ　鋼管
　１５　接着剤
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